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組別総合原価計算の一考察
酒井文雄
はしがき
わが国の「原価計算基準」（以下，「基準」と呼ぶ）は，製造企業における
原価計算（より具体的にはその製品別計算）の形態をその生産形態（生産様
式）の種類別に対応して「H単純総合原価計算，口等級別総合原価計算，日
組別総合原価計算，国個別原価計算」に類型区分している（「基準」第四節，
二〇項）。また，「基準」は，組別総合原価計算について「組別総合原価計算
は，異種製品を組別に連続生産する生産形態に適用する。組別総合原価計算
にあっては，一期間の製造費用を組直接費と組間接費又は原料費と加工費と
に分け，個別原価計算に準じ，組直接費又は原料費は，各組の製品に賦課し，
組間接費又は加工費は，適当な配賦基準により各組に配賦する。次いで一期
間における組別の製造費用と期首仕掛品原価とを，当期における組別の完成
品とその期末仕掛品とに分割することにより，当期における組別の完成品総
合原価を計算し，これを製品単位に均分して単位原価を計算する。」（「基準」
第四節，二三項）と説明している。
かかる事情を前提として，組別総合原価計算についてのわが国における大
方の認識は，総合原価計算の一分岐形態としての組別総合原価計算というも
のでないかと思われる。しかしながら，組別総合原価計算はその計算構造か
らして，原理的には，総合原価計算の単なる一分岐形態というよりも，個別
原価計算と総合原価計算との混合形態として位置づけられるべきものでない
だろうか。小稿では，以下この問題についてのわが国の論者達の幾つかの見
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解を考察して，問題の所在を明らかにする手がりを得たいと思う。
I 混合形態とみる見解
計算手続上から，組別総合原価計算が個別原価計算と総合f点価計算と d)混
合形態であるとされる代表的論者の一人が．久保田音二郎教授である。教授
は，いわれる。「組別総合原価計算法 (Serienkalkulation)は通例総合1以価
計算の一部に入れているが，個別原価計算の一部と見ることもできる。盗
し，分類所屈の不明瞭なのは組別総合原価計算法自体の性買に起囚するため
である。本法は組単位に原価種類が進うから，恰も個別総合原価計算の如く
まず組別に総原価を算出し，これをそれぞれの組別生産数量で除せば単位IJ;i.................... 
価が算定できる。したがって，計算手続上は個別及び総合原価計算の混合形.. 
態であるから本法を中間形態の計算法 (Zwischenkalkulation)と考える場
合が多い。……
組別総合原価計算法は個別及び総合両原価計算の中間形態であるから，そ................. 
の性格にも両者の長短を併有している。」1) （傍点は引用者。総合匝価計罪の
原文は，綜合原価計算。）と。
山下勝治教授も，同様な見解を採られている。教授は， いわれる。「製造
過程によっては，総合原価計算と個別原価計算との混合形態と考へられる組
別総合原価計算の形態が採られることがある。……
組別総合原価計算に於ては，組別に製造指図書が発行され，其の製造指図
書別に原価を計算する方法を採るので，それは総合原価計算法とは言へ，個
別原価計算的色彩を多分にもつ。」2) （傍点は引用者。総合原価計算の原文は
綜合原価計算。）と。
宮上一男教授の見解もまた，その「中間形態」という表現にもかかわらず，
内容的には同様なものと思われる。教授は， いわれる。「個別原価計算と総
1)久保田音二郎「原価計算』 (10版），同文館， 1957年， 252-257ペー ジ。
2)山下勝治「原価計算』 (3版），千倉書房， 1953年， 64ペー ジ， 160ペー ジ。
組別総合原価計算の一考察（酒井） （667)51 
合原価計算とは，一方は加算法にもとづき，他方は割算法にもとづくという
ように両極端の原価計算法であるが，この中間にはさまざまな方法がある。
組別原価計算，等級別原価計算などがそれにあたる。……................................ 
個別原価計算と総合原価計算との中間形態として，両原価計算法の結合さ.................... 
れた計算法がある。これを組別原価計算という。組別原価計算においては，
製品が組別に区分せられ，各組の間においては個別原価計算の方法が用いら
れ，組の内部においては総合原価計算の方法が用いられる。」”（傍点は引用
者。）と。
n 中閻形態とみる見解
組別総合原価計算は個別原価計算と総合原価計算との中間形態であり，機
能的には両者の特長を取り入れ，欠点を免れようとする計算方法であるとさ
れる論者が，木村和三郎，小島男佐夫両教授である。両教授は，いわれる。
「資本主義経済の著しき発展に伴って．工業的生産は注文生産，個別生産か
ら市場生産，大量生産へとその生産様式が変化してきた。生産設備の向上
一機械化，規模の拡大に伴い規格化，標準化された同種製品が一般市場を
目指して大量に継続的に生産されるのが今日一般の状態である。
しかし，今， A•Bの両製品が一般市場性があり，概ね継続的に注文があ
るとすれば，たとえ一時的に注文が途絶えたとしても，工場主は次の注文を
予想してA•B両製品を生産していくであろう。こうしてこの限られた少数...... 
種類の製品は大量生産され市場生産に入っていく。規格化され或いは標準化................................. 
された少数種類の製品をグループ別に生産していくこの生産方法は，いわば......................... 
個別的生産と大量生産の中間的段階であると考えられる。今日このような生
産方法を用いる企業としては，製紙業，缶詰業，製菓業，自転車製造業等が
適例である。
缶詰業では，鮭・鰤•牛肉等材料の異なる毎にグループ別として缶詰を生
3)官上一男 r原価会計』，国元書房， 1971年， 1じ←ー ジ，四ペー ジ。
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産している。製紙業でも，新聞用紙，筆品図画用紙，印刷紙，包装紙等にグ
ループ別に生産を行なっている。製菓業ではピスケット，チョコレート，
ャラメル等の種類別に製造作業が分れている。かかる「グループ別」の市場
・大量生産方法を「組別生産」と呼んでいる。
その製品の原価は各組別に把握する。その意味では全く個
?
組別生産では．
別原価計算である。しかし，牛肉缶・鮭缶・鰤缶等は大量的に市場生産して
いるのだから，各種缶詰の製造原価を求めるには，各種類毎（たとえば牛肉
缶）に求められた製造原価をその期間中の当該種類の缶詰（牛肉缶）の完成
品と仕掛品とにふりわけねばならない。この完成品原価を完成品数鼠で除す
れば，製品の単位原価が求められるわけである。この点では全く総合原価計.................... 
算の考え方である。すなわち，各組相互問の計算については個別原価計算の．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
方法を，各組内部の計算には総合原価計算の方法を適用するわけで，それは
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
個別原価計算と総合原価計算の中間形態である。これを『組別総合原価計
算」と名付けている。•,.................................... 
組別原価計算は，計算形態としては個別原価計算と総合原価計算との中間................................ 
形態であって，機能的には両者の特長とするところを取り入れ，欠点とする.................. 
ところを免れようとする計算方法である。個別原価計算の手数のかかる細か
い（原文は細い—引用者）間接費の配賦を出来る限り簡略にし，総合原価
計算の難点とする仕掛品の棚卸評価計算の困難を除去せんとしたものである
といえる。……つまり，組別原価計算に於ては，恰も個別原価計算と同様，
各組直接費を各組製品に賦課すると共に，組間接費は，月次に各組別に各エ............... 
程別に配賦すればよいのであって，原価計算期末（各月度末）に，製造未完．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
了の組製造勘定は個別原価計算の場合と同様，勘定を整理して締め切る必要．．． 
はなく，各製造完了の時または製造完了の月度に於て，各組製造勘定を締め... 
切り，製品勘定へ振り替えると同時に単位製造原価を算定する。この意味に.............................. 
於て，組別原価計算方法に於ける仕掛品の問題はおこらないのである。年度
末決算に際しては，各組製造勘定は恰も個別原価計算と同様に，未配賦の組
間接費を配賦し，組製造勘定借方の金額は，仕掛品として次期に繰り越され
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るのである。」4) （傍点は引用者。）と。
われわれは，ここで，木村和三郎教授と小島男佐夫教授のいわれる「中間
形態」なる用語の内実が，久保田音二郎教授や官上一男教授のいわれる「中
間形態」なる用語の内実とはかなり異質なものであることに，注目しておき
度い。
皿 総合原価計算に組み入れるのが順当としつつ，なお
その適用生産様式に基づく類型化を試みようという見解
組別総合原価計算の位置づけについての見解の不一致を検討された上で，
組別総合原価計算を，それが採用される場の生産態様の面から，総合原価計
算に組に入れるのが順当だとされる論者が角谷光ー教授である。教授は，ぃ
われる。「組別生産様式（たとえば，製菓，缶詰等の諸工場のように，異種
の製品を組別に連続的に生産する様式）の位置づけに，実は見解の不一致が
見られるような一例をあげることができるのである。ここでは，組ごとに継
続製造指図書を発行し，つまるところ組ごとに単位製品原価を算出する。要
素別原価を組原価算定の建前上， さしあたり直接費（組個別費） と間接費
（組共通費）とに区分するという点からは個別原価計算に近く，つぎにおこ
なう方法としての組原価（組個別費＋組共通費配賦）を組生産量で除すると
いう．いわば分割法（平均法）採用の点からは総合原価計算に近い。
であるから，見方のちがいによって，このような計算法（組別原価計算）
を「個別原価計算ならびに総合原価計算と全く別個なものではなく，それら
の基礎原理の結合体にほかならない』（プロッカー）とする意見や，「それは
個別・総合両計算の中間形態」とする見解や，原価計算要綱に見られるよう
に，それを総合原価計算の-形態とする規定など，まちまちな類型化が散見
されることになる。
4)木け和三郎
小島男佐夫
-843ペー ジ。
「工業会計入門』（三訂版），森山書店， 198婢弓 333-334ページ， 342
54(670) 第 38巻第 5 号........................ ・-.. ・-. 
私見では，組別原価計算の方法的側面はさておき．それの採用される場の...................... •..... ・-. -・~. 
生産態様の面から，組別生産なるクイプを大量生産様式へと移行する傾向に................................ -.
ある， しかも三つの生産様式の一つとして対置するほどには有力なクイプで
...............................• 
ないと見ているから，それの採る costmethodもまた，大量生産様式に根
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
ざす原価計算の総合概念である「総合原価計算」に組みいれるのが順当と考...... 
えるのである。」5) （傍点は引用者。）と。
なお，角谷光ー教授は組別総合原価計算を以上のごとく総合原価計卯の一
分岐形態として位慨づけられた上で， その適用生産様式に基づく類型化を試
みておられる。教授は，いわれる。「組別生産のもとの 2種類の方式の相迩
から，いずれも仮称だが並列型組別総合原価計算と縦列型組別総合原価計算
とに類型化しうるであろう。その 2種類の方式とは，……同時平行型組別生
産と逐次遂行型組別生産にほかならない。その同時平行型組別生産のもとの
コスト・フロー（原価の流れ）にそって原価の集計がおこなわれる仕組みを
並列型組別総合原価計算，原価集計が逐次実施タイプの生産下のコスト・フ
ローにそってなされる仕組みを縦列型組別総合原価計算と，
ず称したまでである,.J6l（傍点は引用者。）と。
それぞれひとま
木村和三郎，小島男佐夫両教授のいわれる仕掛品の評価を除去した中間形
態としての組別総合原価計算とは，ここで角谷光ー教授の類型化された縦列
型組別総合原価計算と軌をーにするものであろうか。
津曲直身弓教授も，概ね同様な見解を採られている。教授は，いわれる。「脱
価計算の第三次の計算段階である製品別計算は，製造活動の実態における差
異を反映して，個別原価計算と総合原価計算との対照的な二つの形態に大別
されている。……なお，製品別計算は，費目別計算や部門別計算のあり方を
も規定するから，当面のテーマは，原価計算の諸形態と表現することもでき
る。......
5)角谷光ー 「現代原価計算の手引』，経林書房， 1960年， 22ペー ジ。
6)角谷光ー「増補現代原価計算』（増補第1刷），中央経済社， 1990年， 181-182ペ
ジー。
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現代産業社会に特徴的な大量生産企業は，長期・中期の販売計画や製造計
画のもとで，仕様・規格•用途•原材料の構成・加工作業の態様などを異に............ 
する複数種類の標準製品を見込量産している。その場合，異種製品の見込量............................. 
産は， しばしば，同一工場または当該工場の特定区分における連続的・反復........................... 
的な製造過程で，同時平行的あるいは相互交替的に遂行される。もっとも，
そこでの量産製品の種類別分類については，一義的な基準が存在しているわ
けではなく，現実には，各企業が設定する品種区分によることになるであろ
う。
複数品種製品の同時平行的あるいは相互交替的な見込量産ー~以下では組
別見込量産と呼ぶー―—は，化学品，食品， 医薬品， 製鋼， 自動車， 光学機
器，家庭用電器などの製造企業に典型的なように，装置産業であれ連続的な
機械加工産業であれ，高い普及度を示して展開されている。複数工程による........... 
見込量産の高い普及度ともあわせて考えるなら， わが国の大量生産企業で................................. 
は，複数工程による組別見込量産が一般的な生産形態であるということがで． 
きる。................................ 
総合原価計算は，組別見込量産にたいして製品原価の組別計算を適用する。.............. 
組別総合原価計算がそれである。そこでは，製品種類別に『組』を設定し，
各組ごとに最終製品としての完成品の総合原価を計算する。しかし，そのた
めには，時間や空間を共有する組別見込量産から発生する製造費用を，各組
ごとに分類・集計しなければならない。組直接費の組別賦課および組間接費
の組別配賦がそれである。そのかぎりでは，組別総合原価計算は，個別生産
またはロット別生産のもとで，製品種類別に製造費用を分類・集計する個別
原価計算の計算手続を採用することになる。
だが，そうであるとしても，原価集計単位としての組は，標準製品の期間
生産量をその内実にしており，個別原価計算の場合とは異なって，組別原価
を分類・集計しただけでは，製品原価計算の必要条件を充足するとしても十
分条件を充足したことにはならない。完成品総合原価ないしは完成品単位原
価を算定するためには，少なくとも，各組ごとに期間計算としての単純総合
58(672) 
?
38 巻
? ?
号
原価計算の方法を適用しなければならないのである。…•••........................ ・--・. -・ ~. -・ ~ 組別総合原価計算がみずからを他から区別する最大の特徴は，独自な計算
.......................• ・-・ ! !. !.•. !...•. 手続を開発したというよりは，組別見込量産による期間生産量を対象にして，
···························••!•!.•.! 個別原価計算と総合原価計算との既存の方法を結びつけたことに求められる．． 
であろう。」”（傍点は引用者。）と。
わが国の大量生産企業の一般的な原価計算の形態が組別総合原価計算であ
り，組別総合原価計算の最大の特徴は期間生産量を対象とした個別原価計算
と総合原価計算の結合であるという，津曲直朗教授の論旨は明快である。
近藤禎夫教授の見解も，その立論の基底において角谷光ー教授や津曲直朗
教授の見解に通ずるものである。ただし，近藤禎夫教授による組別総合原価
計算の適用可能企業の吟味には，角谷光ー教授や津曲直弼教授の見解とは些
か趣を異にした，（1)組別総合原価計算それ自体の限界と (2)企業における
複数の原価計算形態の柔軟な運用という事実（量産企業の製造形態の類型化
を前提に）の指摘が，看取される。近藤教授は， いわれる。「製造企業とい
っても生産形態は種々様々であり，したがって当然ながら原価計算の方法は
この形態のいかんによって定まるわけで，多様な集計方法がある。たが嘉主................................ 
的には個別受注生産方式か大量生産方式かによってまず二大別されうる。前．．．．．．．．．．．．．．． 
者に適用されるのが個別原価計算 (job-ordercosting :指図書別原価計算）................................ 
であり，積上げ計算方式が特徴である。後者に適用されるのが総合原価計算................ 
(process costing :工程別原価計算）であり，期間的分割配分計算方式が特.. 
徴である。……
総合原価計算も原理的には単一製品・単一工程の大量生産に適用する単純
総合原価計算があり，あらゆる総合計算方式の基本となる。これに現実的要............... 
素を加えると連続工程別原価計算となる。さらに大量生産が多品目になると，........... 
組別総合原価計算となり，各品目毎にグレードがつくと等級別原価計算とな
る。••,...
7)津曲直射r原価計算論講義』，中央経済社， 1985年，
ジー。
60-61ペー ジ， 274-277ペ
組別総合原価計算の一考察（酒井） （678)町................................ 
一般に市場での需要を見込んだ量産企業の製造形態は，各種各様でありき................................ 
わめて複雑である。したがって一定の類型化を図り，その計算的特徽を明ら........... 
かにしていくことにする。ある製造企業が異種製品を連続生産していたとし
ても，使用する生産設備が独立していれば，工場全体の製造間接費の配賦だ..................... 
けが問題になるだけである。さらに異種製品の生産でも工場そのものが別個................................ 
であれば．それは単純総合原価計算を適用すればよい。したがってここで組................................. 
別総合原価計算という場合は，同一工場内における設備の共用ないし一部原................................. 
材料の共通性などによって生ずる共通費を，各種製品に配賦しなければなら............. 
ないような企業が対象となる。
すなわち，組別総合原価計算の特徴を示すと，原価計算期間において生じ
た製造費用を，特定の製品生産のために発生したものを組直接費とよび，各
組の製造に共通して生じた費用を組間接費とよぷ。前者は個別原価計算と同
様に，製品に直接賦課すればよく，後者は製造間接費の配賦基準を用いて，
各組に配賦するわけである。……
このように原価要素の集計計算の段階は個別原価計算と類似しているが，
生産量が不確定でかつ連続生産のゆえに，完成品原価の算定時点では総合原
価計算となる。いわば両計算様式の折衷型といえよう。」8) （傍点は引用者。）
と。
黒澤 清教授の見解も，組別総合原価計算が本来総合原価計算の系統に属
するという立論の限りでは，角谷光一，津曲直朗，近藤禎夫の諸教授の見解
に通ずるものである。ただし，黒澤清教授の見解には，実務上の，（1）組別
総合原価計算と等級別総合原価計算や個別原価計算との峻別の困難さと(2)組
別総合原価計算の工程別総合原価計算や等級別総合原価計算との併用（複合
的利用）に注目された上で，組別総合原価計算が多くの製造業で広汎に実施
されていることを指摘されている点で，ユニークなものがみられる。教授は，
いわれる。「原価計算方法は＂，総合原価計算と個別原価計算との二大系統に
分類される。……個別原価計算においては，個別の製品別に，製造指図書別
8)敷田膿二「新しい原価計算論』，中央経済社， 198朗;,28-8~-・ジ， 87ページ。
認(974) 第 38巻第 5 号....... 
にその製造原価を算定する。組別原価計算は，個別原価計算1こきわめて類似............... 
する方法であるが，個別製品生産(Einzelfertigung)ではなくて，組別製品． 
生産（ドイツでは， これを系列生産 Serienfabrikationと呼ぶ。 したがっ
て組別原価計算を Serienkalkulationという。英米の MultipleProduct 
Cost Systemに相当する）に適用される方法である。本来総合原価計算の
系統に属するので，組別製品には，原則として個別的に製造指図占を発行せ
ず（連続製造指図蕃を発行する場合もある），指図占別に原価を算定しない。
組別原価計算は，規格の一定した標準的生産物（たとえば自動卓，電気機
器，工作機械等）を反復的迪続的に市場生産する大鼠生産型の経営において
採用されている。多少規格を異にする二種以上の同種の製品を量産する場合
でも，等価比率を利用する方法（すなわち等級別原価計算）を併合すること
により，組別計算を行うことができる。
要するに組別生産の本質は，原材料から生産物への辿続的な流れ作業であ
る点にあり，製造過程において原料系列と製品系列とが比較的明瞭に区別さ
れる点で，個別生産に類似するけれども，複数の系列の原材料の連続的投入
と生産物の連続的産出とが，同じ生産に複合したものであって，個別原価計
算の対象たる注文生産または，製品別に設計された特定の製品の生産が営ま................. 
れる場合とは根本的に異なる。その特徴は大量市場生産たる点にある。した
がって，毎原価計算期に，総生産費用を期間的に集計して，総合原価を算出
し，これを仕掛品と完成品との間に原価配分しなければならない。……．．． 
組別計算は，自転車製造業，電機製造業等の場合にみられるように，同じ............................ 
カテゴリー（種類）に属する二品種以上の製品（これを組別製品という）を.................................. 
同じ生産設備によって連続生産している場合に適用される原価計算法である。................................ 
等級別原価計算と本質的には，区別しがたい点があるし，個別原価計算にも................................. 
類似する点があるので，抽象的に定義することは実際上困難な場合が多い。．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
しかし多くの製造業は，多かれ少なかれ，組別計算タイプに属している。……
組別原価の算定のためには， 製品の種類別に組個別費と組共通費を区別
し，組個別費は各組製品に直接賦課し，組共通費は一定の配賦基準によって
組別総合原価計算の一考察（酒井） (675)59 ................ 
各組製品に配賦しなければならない。組別原価計算は，実際にはひろく行わ............ 
れているが，他の原価計算法（たとえば，工程別計算，等級別計算）と直合............ 
して実施されることが多い……。」”（傍点は引用者。）と。
まとめ
(1) 組別総合原価計算の最大の特徴は，津曲直朗教授や宮上一男教授の指
摘されるごとく，組別見込量産による期間生産量を対象とした個別原価計算
と総合原価計算との結合に求められる。久保田音二郎教授や山下勝治教授
が，組別総合原価計算を個別原価計算と総合原価計算の「混合形態」と位置
づけられるのも，いうまでもなく，組別総合原価計算1こみられるこの特徴に
よってである。木村和三郎教授と小島男佐夫教授の「中間形態」としての組
別総合原価計算という認識も，個別原価計算と総合原価計算とのこの結合の
媒介なしには，存立するものではない。また，近藤禎夫教授が組別総合原価
計算の計算様式を，個別原価計算と総合原価計算の「折衷型」であるといわ
れる根拠もまた，個別原価計算と総合原価計算のこの結合以外に求め得るも
のではない。個別原価計算と総合原価計算の「混合形態」としての組別総合
原価計算は，かくして個別原価計算とも総合原価計算とも別個の，第三の原
価計算の形態として位置づけられないものであろうか。
(2) 角谷光ー教授ゃ黒澤 清教授が組別総合原価計算の個別原価計算や総
合原価計算とは異なった独自性を一応は認めながら，最終的には組別総合原
価計算は本来総合原価計算の系統に属するとされる理論的根拠は，組別総合
原価計算が基本的に同時反復的な大量市場生産型の経営で採用されているこ
とに求められているようにうかがわれるが，このような理由で組別総合原価
計算を総合原価計算一般に置きかえることは，不当でなかろうか。ちなみに，
原価計算の主要な形態として①個別原価計算，③総合原価計算，⑧組別総合
原価計算の三種のものを認めるということと，これ等三種のものの長短を論
9)黒澤 清「日本会計制度発展史』，財経詳報社， 1990年， 304ページ， 402ペー ジ。
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ずることとは全く別の次元の問題でなかろうか。
(3) 木村和三郎，小島男佐夫両教授のいわれる「中間形態」としての組別
総合原価計算というのは，角谷光ー教授のいわれる「縦列型組別総合原価叶
算」（津曲直朗教授のいわれる「相互交替的組別総合原価計算」）の特殊な運
用形態と理解すぺきものであろうか。角谷光ー教授のいわれる「並列型組別
総合原価計算」（津曲直射教授のいわれる「同時平行的組別総合原価計算」）
では，原理的にすぺての組別製品について仕掛品の評価を除去することは，
到底考えられるものでないからである。
(4) 個別企業における原価計算形態（方法）の複合的利用の態様が多種多
様なものであることは，黒澤 清教授や近藤禎夫教授の指摘されるごとくで
ある。こんにちの巨大製造企業が多品種大量生産の複合企業（コングロマリ
ット）だからといっても，それらの企業がその原価計算形態として組別総合
原価計算のみを単一的に利用するといった単純なものでないことは，明らか
である。
（本稿は，平成4年度関西大学学部共同研究費による研究成果の一部である。）
